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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
広
が

っ
て
い
る
。
今
な
す

べ
き
は
適
切
な
受
診

と
検
査
、
感
染
拡
大

の
抑
制
、
重
症
者
へ
の
治
療
体
制

確
保
に
全
力
を
上
げ
る
こ
と
だ
ろ

う
。
ウ
イ
ル
ス
と
闘
う
現
場
や
他

者
へ
の
非
難
は
後
回
し
だ
。
幸

い
、
国
内
の
死
亡
者
数
は
ま
だ
少

な
い
が
、
医
療
資
源
と
体
制
が
脆

弱
な
発
展
途
上
国
に
広
が
れ
ば
、

よ
り
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
▼

一
方
で
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
、
日
本
国
内
だ
け
で
罹
患
者
数

は
お
よ
そ
年
間
１
０
０
０
万
人
、

死
亡
者
数
１
０
０
０
人
、
超
過
死

亡
者
は
約
１
万
人
と
推
計
さ
れ
て

い
る
。
世
界
で
は
、
飢
餓
人
口
は

８
億
２
千
万
人
に
も
上
り
、
毎
日

２
万
５
千
人
（
う
ち
５
歳
以
下
は

１
万
４
千
人
）
が
飢
え
に
よ
り
命

を
落
と
し
て
い
る
。
死
亡
原
因
の

第
一
位
だ
。
ま
た
、
タ
バ
コ
が
原

因
と
思
わ
れ
る
「
煙
害
死
」
は
年

間
10
万
人
（
う
ち
受
動
喫
煙
死
は

１
万
５
千
人
）、
世
界
で
６
０
０

万
人
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど

の
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
タ
バ
コ

は
、
非
喫
煙
者
と
喫
煙
者
の
「
権

利
」
や
タ
バ
コ
産
業
（
税
収
２
兆

円
）
と
の
利
害
調
整
の
段
階
で
は

な
く
「
絶
対
悪
」
の
「
公
害
」
で

あ
る
▼
た
だ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

公
衆
衛
生
学
の
イ
チ
ロ
ー
・
カ
ワ

チ
教
授
は
こ
う
述
べ
る
。「
タ
バ

コ
が
原
因
の
疾
病
や
死
亡
は
、
個

人
の
責
任
と
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、

大
規
模
な
宣
伝
と
政
府
か
ら
の
助

成
を
受
け
な
が
ら
莫
大
な
利
益
を

生
み
出
し
て
い
る
殺
人
産
業
の
せ

い
だ
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な

い
」。
タ
バ
コ
産
業
全
体
に
対
し

て
、
健
康
被
害
へ
の
責
任
を
問
う

べ
き
だ
ろ
う
▼
世
界
の
あ
り
よ
う

と
社
会
の
病
理
か
ら
健
康
を
考

え
、
巨
悪
を
許
さ
ず
、
日
常
に
あ

る
「
救
え
る
死
」
に
直
面
す
る
人

々
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
（
空
）

２０２０年(令和２年)３月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１９３５号（１）
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緊
急
要
請
署
名
に

　
　
　
　
　

ご
協
力
下
さ
い

今
号
に
同
封

今
号
に
同
封

“投資なんか、おやめなさい”“投資なんか、おやめなさい”
今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

２・20中央要請行動
患者・介護利用者の負担増中止を ２面

2020年度診療報酬改定答申　談話 ３面

研
面
究 ６面症例から学ぶ妊産婦の歯科治療
ならびに禁煙支援のポイント（下）

　

協
会
は
２
月
９
日
、
設
立
50
周
年
企
画
と
し
て
、「
共
済
制
度
加

入
者
の
集
い
」
を
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催

し
た
。
こ
の
会
は
、
共
済
制
度
加
入
者
を
対
象
に
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
定
員
を
超
え
る
１
２
３
人
が
参
加
し
た
。

　

集
い
で
は
、
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
荻
原
博
子
氏
が
「
投
資
な

ん
か
、
お
や
め
な
さ
い
」
と
い
う

刺
激
的
な
タ
イ
ト
ル
で
講
演
。

「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」
と
し
て
、

政
府
も
金
融
機
関
も
投
資
を
推
奨

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
金
融
商
品
が
販

売
さ
れ
て
い
る
が
、
荻
原
氏
は
、

販
売
側
は
手
数
料
で
利
益
を
得
る

た
め
に
金
融
商
品
を
販
売
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
経
済
の
仕
組
み
や

商
品
の
内
容
を
知
ら
ず
、
勧
め
ら

れ
る
ま
ま
購
入
す
る
の
は
大
変
危

険
と
警
告
。

　

保
険
に
つ
い
て
も
、
リ
ス
ク
に

備
え
た
「
く
じ
み
た
い
な
も
の
」

で
あ
り
、
当
た
ら
な
け
れ
ば
給
付

は
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
よ
う
力

説
。
一
方
で
、
協
会
の
扱
う
保
険

医
年
金
を
中
心
と
し
た
共
済
制
度

は
、「
い
い
制
度
だ
と
思
う
」
と

評
価
し
た
。

　

経
済
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
が
直
後
に
起
こ
っ
た

ア
ト
ラ
ン
タ
を
除
き
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
後
は
ど
の
国
も
不
況
に
な
っ

て
お
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後

の
経
済
の
押
し
上
げ
要
因
は
残
念

な
が
ら
見
当
た
ら
な
い
と
し
た
。

そ
し
て
、
不
況
下
で
の
資
金
形
成

の
セ
オ
リ
ー
は
、
借
金
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
し
て
、
現
預
金
を
増

や
す
こ
と
で
あ
る
と
解
説
。
投
資

を
行
う
場
合
は
、
リ
ス
ク
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
、
金
融
機
関
に
任

せ
ず
、
自
ら
余
裕
資
金
で
行
う
べ

き
だ
と
し
た
。

　

最
後
に
、
荻
原
氏
は
、
お
金
で

は
代
え
ら
れ
な
い
夫
婦
仲
・
人
間

関
係
を
大
切
に
し
て
生
き
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
も
強
調
し
た
。

　

講
演
後
、
参
加
者
は
、
神
戸
の

オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
を
眺
め
な
が

ら
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
を
楽
し
ん

だ
。
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

で
、
ラ
ジ
オ
関
西
の
協
会
提
供
コ

ー
ナ
ー
で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務

め
る
寺
谷
一
紀
氏
が
司
会
を
務

め
、
寺
谷
氏
の
軽
妙
な
進
行
で
、

荻
原
氏
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
が
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

投
資
を
勧
め
る
金
融
機
関
の
狙
い

を
解
説
し
た
荻
原
氏
（
上
）
の
話

に
会
場
は
満
席
に　
　
　
　
　
　

共済制度加入者の集い

経済ジャーナリスト荻原博子氏が講演

金
パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」
の
即
時
解
消
を

　

歯
科
治
療
に
欠
か
せ
な
い

保
険
医
療
材
料
で
あ
る
金
銀

パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
（
金
パ

ラ
）
の
価
格
高
騰
が
止
ま
ら

ず
、
歯
科
医
療
機
関
で
の
購

入
価
格
が
保
険
償
還
価
格
を

上
回
る
「
逆
ザ
ヤ
」
が
拡
大

し
て
い
る
。
保
団
連
調
査
で

は
２
月
の
購
入
平
均
価
格
は

30
ｇ
あ
た
り
８
万
４
７
０
３

円
と
、
保
険
償
還
価
格
５
万

２
５
０
円
を
３
万
５
０
０
０

円
近
く
上
回
り
、
治
療
す
る

ほ
ど
医
療
機
関
の
「
持
ち
出

し
」
が
拡
大
し
て
い
る
（
上

図
）。
協
会
は
「
逆
ザ
ヤ
」

の
即
時
解
消
を
求
め
る
Ｆ
Ａ

Ｘ
署
名
を
実
施
し
、
わ
ず
か

３
日
間
で
医
科
会
員
を
含
め

２
４
３
筆
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

署
名
の
「
私
の
一
言
欄
」

に
は
、
歯
科
会
員
か
ら
、

「
当
院
で
は
、
歯
科
用
金
パ

ラ
30
ｇ
が
税
込
約
９
万
円
。

保
険
償
還
価
格
の
５
万
円
で

は
購
入
で
き
な
い
」（
灘

区
）
な
ど
悲
痛
な
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
医
科
会
員
か

ら
も
、「
医
科
・
歯
科
に
限

ら
ず
患
者
さ
ん
に
治
療
す
る

こ
と
が
保
険
診
療
で
成
立
し

な
い
と
い
う
こ
と
は
異
常
な

事
態
」（
兵
庫
区
）
な
ど
即

時
解
消
を
求
め
る
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

協
会
は
医
科
・
歯
科
一
体

で
今
次
改
定
に
向
け
緊
急
要

請
を
行
う
。
今
号
に
署
名
用

紙
を
同
封
し
て
い
る
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
（
次

号
に
解
説
を
掲
載
予
定
）。

改定特集ページを改定特集ページを
 ご利用ください ご利用ください
　改定に関する厚労省資料、疑義解釈資料など
を随時掲載

URL：http://www.hhk.jp/kaitei2020/

兵庫県保険医協会 改定特集 検 索
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2019年9月 10月 11月 12月 2020年1月 2月
保団連「金パラ『逆ザヤ』シミュレータ」　２月26日時点の数値より作成
※購入価格平均は30グラム・税込みの価格
※保険償還価格は１グラムの告示価格を30グラムあたりに換算した値

逆ザヤ

歯科医院での実際の購入価格

保険償還価格

図　歯科材料「金パラ」逆ザヤが急拡大

ハガキ署名＆投函箱で
取り組みやすい

東灘区　　森岡　芳雄先生

署名インタビュー「私も集めてます」

②

　

政
府
の
医
療
・
介
護
の
負
担
増

計
画
を
阻
止
す
る
た
め
、
協
会
が

５
万
筆
を
目
標
に
集
め
て
い
る

「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
負
担

増
」
署
名
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
て
い
る
。
第
２
回
目
は
東
灘
区

・
東
神
戸
病
院
の
森
岡
芳
雄
先
生

に
お
話
を
伺
っ
た
。

な
ど
で
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

署
名
に
対
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
気
に
す
る
方
も
お
ら
れ
る
の

で
、
投
函
箱
を
用
意
し
て
お
い

て
、
１
名
で
も
署
名
を
書
い
た
ら

す
ぐ
に
投
函
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
、
８
〜
９
割
の
方
に
は
署

名
を
書
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
小
児
科
医
な
の
で
付
添
い

の
親
御
さ
ん
に
主
に
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
神
戸
市
で
は
こ
ど

も
医
療
費
無
料
化
が
実
現
し
て
い

な
い
の
で
、
窓
口
負
担
軽
減
と
い

う
協
会
の
要
請
項
目
は
、
患
者
さ

ん
に
共
感
い
た
だ
け
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
、
少
子
化
対
策
を

進
め
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
少
子

化
の
最
大
の
要
因
は
若
い
労
働
者

の
賃
金
低
下
と
長
時
間
労
働
で

す
。
少
子
化
対
策
と
い
う
な
ら
、

国
は
ま
ず
雇
用
の
改
善
を
す
べ
き

で
す
。
ま
た
、
各
自
治
体
任
せ
で

は
な
く
、
国
の
責
任
で
こ
ど
も
医

療
費
の
無
料
化
を
行
う
こ
と
で

す
。

　

今
必
要
な
こ

と
は
、
消
費
税

な
ど
で
庶
民
へ

の
負
担
を
増
や

す
こ
と
で
は
な

く
、
社
会
保
障

を
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
し
ょ

う
。
政
府
が
医

療
・
介
護
・
教

育
・
福
祉
に
も
っ
と
税
金
を
使

い
、
格
差
社
会
を
是
正
し
、
国
民

生
活
の
将
来
不
安
を
一
掃
す
る
こ

と
が
、
経
済
発
展
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
先

生
方
が
「
患
者
負
担
増
反
対
」
の

署
名
で
大
同
団
結
し
、
数
を
積
み

上
げ
て
国
会
に
提
出
す
れ
ば
、
政

権
の
政
策
を
転
換
さ
せ
る
非
常
に

大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一
緒
に
署
名
を
集

め
ま
し
ょ
う
。

先生とスタッフが力を合わせ、ハガキ署名
と投函箱を活用　 　　　　　　　　　　

ご
注
文
は
☎
078
―
393
―
１
８
０
７
ま
で 「ハガキ署名」を投函

できるボックスも新た
にご用意　　　　　　

み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増

　

今
回
協
会
が
作
成
し
た
「
ハ
ガ

キ
署
名
」
は
非
常
に
取
り
組
み
や

す
く
お
す
す
め
で
す
。
ハ
ガ
キ

サ
イ
ズ
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
の
で

診
察
室
に
置
い
て
も
邪
魔
に
な

ら
ず
、
診
察
が
終
わ
っ
た
後
に

ス
ッ
と
出
し
、
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

診
察
室
以
外
に
も
受
付
な
ど

に
置
い
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
に
も

声
か
け
を
し
て
も
ら
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
関
心
を
持
ち
、
手

に
取
る
方
も
多
い
で
す
。
ま
た

一
定
の
硬
さ
が
あ
る
た
め
、
待

合
室
で
机
が
な
く
て
も
膝
の
上

NEW!NEW!
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会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

大
谷　

良
三
先
生

加
古
川
市　

内
・
小
・
放
科

１
月
６
日 

享
年
90
歳

上
田　

通
泰
先
生

西
脇
市　

内
・
小
科

12
月
25
日 

享
年
91
歳

校
で
の
道
徳
教
育
が
重
要
と
し
て

い
る
が
、
本
当
に
道
徳
教
育
が
必

要
な
の
は
安
倍
首
相
だ
』
と
追
及

し
た
。
野
党
で
協
力
し
て
、
安
倍

政
権
の
政
治
姿
勢
を
正
し
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

　

清
水
議
員
は
「
感
染
症
指
定
医

療
機
関
は
、
公
立
・
公
的
医
療
機

関
が
指
定
さ
れ
て
い
る
割
合
が
高

い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
広
が
っ
て
い
る
状
況
下
で
公

立
・
公
的
医
療
機
関
の
統
廃
合
を

進
め
る
こ
と
は
、
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
。
統
合
問
題
は
予
算
委
員
会

分
科
会
で
質
問
し
、
撤
回
さ
せ
る

よ
う
全
力
を
あ
げ
る
」
と
語
っ

た
。

　

大
門
議
員
は
、「
消
費
税
増
税

後
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
年
率
マ
イ
ナ
ス
６

・
３
％
と
、
日
本
は
大
不
況
に
陥

っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
か
ら
脱
却

す
る
に
は
、
ま
ず
消
費
税
５
％
へ

の
引
き
下
げ
と
い
う
大
胆
な
政
策

を
敢
行
す
る
し
か
な
い
。
れ
い
わ

新
選
組
と
は
そ
の
方
針
で
合
意
が

で
き
て
お
り
、
立
憲
・
国
民
の
中

に
賛
同
す
る
議
員
も
い
る
。
野
党

で
早
期
に
共
通
政
策
を
取
り
ま
と

い
て
紹
介
し
た
。
保
団
連
の
住
江

憲
勇
会
長
が
閉
会
あ
い
さ
つ
し

「
国
谷
裕
子
キ
ャ
ス
タ
ー
と
対
談

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
目
指

す
に
は
、
新
自
由
主
義
と
決
別
す

る
し
か
な
い
と
実
感
し
た
。
医
療

・
介
護
切
り
捨
て
や
国
会
の
形
骸

化
の
み
な
ら
ず
、
新
自
由
主
義
政

策
を
進
め
る
安
倍
政
権
打
倒
は
待

っ
た
な
し
だ
」
と
語
っ
た
。

め
た
い
」
と
応
じ
た
。

　

福
島
議
員
は
「
高
齢
者
の
窓
口

負
担
の
引
き
上
げ
な
ど
、
安
倍
政

権
に
よ
っ
て
日
本
の
社
会
保
障
の

形
が
歪
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

る
。
安
倍
首
相
に
よ
る
政
権
の
私

物
化
も
、
国
会
答
弁
の
姿
勢
に
表

れ
て
い
る
。
自
民
党
の
独
裁
が
強

ま
っ
た
と
強
く
実
感
し
て
い
る
」

と
語
っ
た
。
同
氏
は
各
党
の
議
員

を
招
き
、
医
療
政
策
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
す
る
協
会
の
政
策
研
究

会
の
演
者
と
し
て
、
４
月
に
来
神

予
定
。

社
会
保
障
分
野
の

政
権
の
失
政
追
及
す
る

国
会
内
集
会

　

昼
に
は
、「
み
ん
な
で
ス
ト
ッ

プ
！
患
者
・
利
用
者
の
負
担
増
」

決
起
集
会
が
国
会
内
で
開
催
さ

れ
、
医
師
・
歯
科
医
師
ら
80
人
が

参
加
し
た
。

　

冒
頭
に
武
村
義
人
保
団
連
副
会

長
（
兵
庫
協
会
副
理
事
長
）
が
、

全
国
保
険
医
新
聞
の
記
事
を
示
し

な
が
ら
、
介
護
保
険
は
保
険
料
だ

け
取
ら
れ
給
付
制
限
や
重
い
利
用

者
負
担
の
た
め
に
「
利
用
で
き
な

い
制
度
と
な
っ
て
い
る
」
と
訴
え

た
。
ま
た
、
介
護
施
設
の
倒
産
が

過
去
最
多
を
記
録
し
全
業
種
で
も

３
位
と
な
っ
た
こ
と
や
、
少
子
化

が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
挙

げ
、「
全
て
は
介
護
・
保
育
と
い

っ
た
分
野
で
の
人
手
不
足
が
原
因

だ
。
こ
れ
は
、
社
会
保
障
に
予
算

を
回
さ
な
い
安
倍
政
権
に
よ
る
失

政
が
生
み
出
し
た
問
題
で
あ
る
」

と
訴
え
た
。

　

集
会
で
は
、
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
の
田
部
井
康
夫
副
代
表
理

事
が
、
介
護
保
険
制
度
改
革
を
議

論
し
た
審
議
会
に
委
員
と
し
て
参

加
し
た
経
験
を
報
告
。
厚
労
省
が

突
然
負
担
増
案
を
持
ち
出
し
、
ま

と
も
な
審
議
も
せ
ず
に
法
案
を
通

そ
う
と
し
て
い
る
と
、
厚
労
省
の

姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
中
央

社
会
保
障
推
進
協
議
会
の
山
口
一

秀
事
務
局
長
が
、
介
護
認
知
症
何

で
も
電
話
相
談
の
取
り
組
み
に
つ

桜
井
周
（
①
中
央
）・
清
水
忠
史
（
②
右
）
両
衆
議
院
議
員
、
大
門
実
紀
史
（
③
中
央
）・
福
島
瑞
穂
（
④
中
央
）
両
参
議
院
議
員
に
医
療
・
介
護
の
負
担
軽
減
を
要
請
し
た

◇
出
席　

20
人

◇
情
勢　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
肺
炎
が
世
界
に
広
が
っ
て

い
る
。
中
国
で
は
感
染
者
が
１
万

人
を
超
え
た
ほ
か
、
日
本
で
も
20

人
が
感
染
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
緊
急

事
態
を
宣
言
し
、
日
本
政
府
も
指

定
感
染
症
に
指
定
し
た
。

◇
医
療
運
動　

①
「
み
ん
な
で
ス

ト
ッ
プ
！
負
担
増
」
署
名
（
目
標

５
万
筆
・
会
員
参
加
率
15
％
に
対

し
、
到
達
１
６
９
２
筆
・
２
・
４

％
）、
②
大
型
宣
伝
企
画
（
ラ
ジ

オ
関
西
番
組
・
ク
イ
ズ
チ
ラ

シ
）、
③
保
団
連
中
央
要
請
行
動

（
１
／
30
歯
科
技
工
を
考
え
る
国

会
内
集
会
）
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

①
２
０
２
０
年
診

療
報
酬
改
定
の
中
医
協
答
申
、
②

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
③
筑
波

大
学
が
行
っ
た
「
高
齢
運
転
者
の

認
知
機
能
検
査
導
入
後
の
影
響
調

査
」、
④
２
０
２
０
年
診
療
報
酬

改
定
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等

が
報
告
さ
れ
た
。

◇
地
域
医
療
部
会　

①
「
地
域
医

療
を
考
え
る
懇
談
会
in
尼
崎
」

（
２
／
１
）
の
概
要
、
②
「
指
定

難
病
助
成
制
度
軽
症
者
外
し
請

願
」
の
取
り
組
み
到
達
と
運
動
の

主
旨
と
経
緯
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
共
済
部　

①
共
済
制
度
加
入
者

の
集
い
（
２
／
９
）
へ
の
参
加
が

呼
び
か
け
ら
れ
、
②
グ
ル
ー
プ
保

険
２
０
１
９
年
度
決
算
配
当
金

（
配
当
率
33
％
）
が
報
告
さ
れ

た
。

◇
組
織
部　

２
０
１
９
年
度
保
団

連
組
織
年
間
表
彰
で
、
兵
庫
協
会

は
「
歯
科
会
員
増
加
率
」
部
門
、

「
歯
科
組
織
上
昇
率
」
部
門
と
も

２
位
に
入
賞
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

 

（
２
月
８
日　

理
事
会
よ
り
）

　新型コロナウイルス感染症の流行を受け、協会は２月22日の
第1107回理事会で下記の声明を採択し、関係機関に送付した。
以下に全文を掲載する。

　現在、新型コロナウイルス（COVID-19）感染症は感染拡大
を続けており、２月19日の段階で、全世界で75,000人以上が感
染し、中国を中心に2,000人以上が死亡している。
　我が国でも様々な対策が採られているが、国内で流行した場
合には第二種感染症指定医療機関等の病床が不足するとして厚
生労働省は、一般病床での入院も認めるとの通知を発出。ま
た、医師が総合的に判断した結果、新型コロナウイルス感染症
と疑う者についても行政検査を行うとする通知も発出された。
　これらにより、新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の
国内での流行時には、改めて一般の医療機関がその最前線に立
つことが明確にされた。
　今回の新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の教訓とし
て引き合いに出される2009年に流行した新型インフルエンザ
（H１N１）では、日本の死亡率は、人口10万人当たり0.16人
とカナダの1.32人、イギリスの0.76人、フランスの0.51人、ド
イツの0.31人と比較して極めて低かった。その理由は、医療ア
クセスの良さ、医療水準の高さ、抗インフルエンザウイルス薬
の迅速な処方、国民の公衆衛生に対する意識の高さといわれて
いる。
　これに照らせば、一般の医療機関においても高い医療水準を
維持するために、医療関係者向けの研修会を開催するととも
に、最新の医学的知見を随時提供することが求められる。ま
た、迅速検査キットやワクチンの早期開発と早期保険収載、消
毒用アルコールや次亜塩素酸ナトリウム、医療用マスクの十分
な安定供給が求められる。それらに加え国民の公衆衛生に対す
る意識をさらに高めるために必要な情報の周知をさらに進める
必要がある。国民に対する正しい情報の提供は国内におけるい
わゆる「インフォデミック」を防ぐことにも資する。
　さらに、医療アクセスの良さを維持し向上させるため、中長
期的課題としてそれを阻害する患者窓口負担増や大病院へのア
クセス制限などの施策を見直すとともに、第二種感染症指定医
療機関等の病床不足などの事態を今後引き起こさないために病
床機能の更なる充実を求めたい。現在、進められている公立・
公的病院の病床削減や病床稼働率の過度な引き上げなどはそれ
に逆行する政策であり是正すべきである。また、医療提供体制
充実のために医療費の抜本的増額と医師を初めとする医療従事
者の人員増が必要なことは言うまでもない。
　今回の新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の感染拡大
を受けて「憲法改正の大きな一つの実験台。緊急事態の一つの
例」などとの声が一部の政治家から上がっているが、国民の不
安に乗じて、国民の人権を制限する改憲議論を呼び起こすこと
は言語道断である。既に行われているチャーター機による武漢
からの帰国者や感染者の乗るクルーズ船乗客のホテルや船内で
の隔離については、人権の制限を最小限に抑える配慮ととも
に、身体はもちろん精神的なケアも十分に行う必要がある。
　さらに、欧米でのアジア系の人々に対する差別などが問題視
されているが、日本国内でも同様に中国人旅行客や感染者の治
療に当たる医療従事者への差別が起こっている。これらを放置
せずにしかるべき対応をとるともに、差別を助長しないよう適
切な情報提供を行うべきである。
 以上

関係各位

新型コロナウイルス感染症に関して医療提供体制の新型コロナウイルス感染症に関して医療提供体制の
充実を求めるとともに過度な人権制限に反対する　充実を求めるとともに過度な人権制限に反対する　
 2020年２月22日
 兵庫県保険医協会
 第1107回理事会

　

病
気
や
要
介
護
状
態
に
苦
し
む

人
の
こ
れ
以
上
の
負
担
増
は
中
止

を
―
―
。
協
会
は
２
月
20
日
、
患

者
窓
口
負
担
と
介
護
利
用
時
の
負

担
増
中
止
を
求
め
て
、
国
会
要
請

行
動
を
実
施
し
た
。
武
村
義
人
・

川
西
敏
雄
両
副
理
事
長
が
参
加
。

国
会
議
員
４
氏
と
面
会
し
、
こ
れ

以
上
の
患
者
・
介
護
利
用
者
負
担

増
の
中
止
と
、
今
次
診
療
報
酬
改

定
の
不
合
理
是
正
を
訴
え
た
。

ら
ず
、
現
場
と
し
て
は
プ
ラ
ス
だ

と
感
じ
ら
れ
な
い
。
介
護
事
業
所

の
倒
産
件
数
も
業
種
別
で
は
３
位

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
低
い
介

護
報
酬
に
よ
り
働
く
人
の
待
遇
改

善
が
な
さ
れ
な
い
か
ら
だ
。
こ
れ

ら
の
事
情
を
踏
ま
え
、『
み
ん
な

議
員
（
共
産
）・
大
門
実
紀
史
参

議
院
議
員
（
共
産
）・
福
島
瑞
穂

参
議
院
議
員
（
社
民
）
が
面
会
し

た
。

　

桜
井
議
員
は
、
要
請
内
容
は
承

っ
た
と
し
、「
保
険
で
よ
り
良

い
」
歯
科
署
名
に
続
く
「
み
ん
な

で
ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
」
署
名
の

紹
介
議
員
引
き
受
け
も
検
討
す
る

と
回
答
し
た
。
そ
し
て
、「
桜
を

見
る
会
の
答
弁
や
野
党
議
員
の
質

問
へ
の
野
次
な
ど
、
安
倍
政
権
の

国
会
対
応
が
問
題
だ
。
委
員
会
質

疑
で
も
、『
安
倍
政
権
は
小
中
学

で
ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
』
署
名
の

紹
介
議
員
引
き
受
け
を
お
願
い
し

た
い
」
と
要
請
し
た
。

国
会
議
員
４
氏
と
懇
談

　

要
請
で
は
、
桜
井
周
衆
議
院
議

員
（
立
憲
）・
清
水
忠
史
衆
議
院

患
者
・
介
護
利
用
者
の

患
者
・
介
護
利
用
者
の

　
　
　
　
　

負
担
増
中
止
を

　
　
　
　
　

負
担
増
中
止
を

　

協
会
は
、
患
者
・
介
護
利
用
者

の
負
担
増
計
画
に
つ
い
て
、「
社

会
保
障
の
負
担
は
応
能
負
担
で
あ

る
べ
き
で
、
病
気
や
要
介
護
状
態

で
苦
し
む
方
の
負
担
を
増
や
す
べ

き
で
は
な
い
。
政
府
は
診
療
報
酬

に
つ
い
て
『
本
体
プ
ラ
ス
改
定
』

と
言
い
張
っ
て
い
る
が
、
医
科
初

・
再
診
料
は
１
点
も
上
が
っ
て
お

●①①

●②②

●③③

●④④

２
・
20
中
央
要
請
行
動
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協
会
は
、
国
民
医
療
の
充
実
と

医
療
機
関
経
営
の
改
善
を
め
ざ
し

診
療
報
酬
の
大
幅
幅
引
き
上
げ
を

求
め
て
き
た
が
、
政
府
は
今
次
改

定
を
全
体
▲
０
・
46
％
（
医
療
費

ベ
ー
ス
で
約
▲
１
９
０
０
億
円
、

本
体
＋
０
・
55
％
、
薬
価
・
材
料

価
格
▲
１
・
01
％
）
の
マ
イ
ナ
ス

改
定
と
し
た
。
医
科
本
体
は
＋
０

・
53
％
と
さ
れ
て
い
る
が
、
初
・

　

協
会
歯
科
部
会
は
、
保
団
連
や

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
と
と
も
に
、
診
療

報
酬
の
改
善
に
向
け
た
要
請
行
動

を
行
っ
て
き
た
。「
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
」
署
名

は
、
過
去
最
高
の
１
３
０
０
０
筆

を
超
え
る
署
名
を
国
会
に
提
出

し
、
会
員
と
国
民
の
切
実
な
声
を

届
け
る
運
動
を
積
み
重
ね
て
き

た
。

　

今
次
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
こ

れ
ら
の
運
動
の
結
果
一
部
に
改
善

が
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
前

回
の
０
・
69
％
を
下
回
る
０
・
59

％
の
プ
ラ
ス
に
す
ぎ
ず
、
歯
科
医

再
診
料
や
入
院
基
本
料
は
全
く
引

き
上
げ
ら
れ
ず
、
安
倍
政
権
発
足

後
４
回
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
と

な
っ
た
こ
と
に
強
く
抗
議
す
る
。

「
か
か
り
つ
け
機
能
」で

「
か
か
り
つ
け
機
能
」で

医
療
機
関
を
差
別

医
療
機
関
を
差
別

　

こ
れ
ま
で
の
改
定
同
様
、「
か

か
り
つ
け
機
能
の
評
価
」
が
掲
げ

療
危
機
を
打
開
す
る
も
の
に
な
っ

て
お
ら
ず
、
強
く
抗
議
す
る
。
ま

た
、
協
会
が
批
判
し
て
き
た
歯
科

医
療
機
関
の
機
能
分
化
路
線
を
拡

大
す
る
と
も
に
、
歯
科
疾
患
管
理

料
の
変
更
、「
歯
周
病
重
症
化
予

防
治
療
」
の
新
設
な
ど
長
期
維
持

管
理
に
誘
導
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

　

政
府
は
「
骨
太
方
針
２
０
１

９
」
で
も
「
口
腔
の
健
康
は
全
身

の
健
康
に
も
つ
な
が
る
」
と
し

て
、「
歯
科
口
腔
保
健
の
充
実
…

歯
科
保
健
医
療
提
供
体
制
の
構
築

に
取
り
組
む
」
と
し
て
い
た
が
、

ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
政
府
尺

度
の
「
か
か
り
つ
け
機
能
」
に
か

か
わ
る
点
数
を
届
け
出
て
い
な
い

医
療
機
関
を
差
別
す
る
も
の
だ
。

　

他
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た

患
者
の
診
療
情
報
を
紹
介
元
に
提

供
し
た
場
合
、
３
月
に
１
回
、
１

５
０
点
が
算
定
で
き
る
「
診
療
情

報
提
供
料
Ⅲ
」
が
新
設
さ
れ
た
。

た
だ
し
算
定
要
件
は
、
①
患
者

今
回
の
改
定
は
、
歯
科
医
療
機
関

の
経
営
改
善
に
ほ
ど
遠
い
も
の
と

な
っ
た
。
協
会
歯
科
部
会
は
、
あ

ら
た
め
て
歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡

大
と
基
礎
的
技
術
料
の
大
幅
引
き

上
げ
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

基
本
診
療
料
の

基
本
診
療
料
の

施
設
基
準
拡
大

施
設
基
準
拡
大

　

基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
に
職

員
研
修
が
追
加
さ
れ
た
。
職
員
研

修
の
要
件
の
詳
細
は
今
後
通
知
等

で
出
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

施
設
基
準
を
拡
大
し
た
上
、
届
け

は
、
産
科
ま
た
は
産
婦
人
科
か
ら

紹
介
さ
れ
た
妊
婦
で
あ
る
こ
と
、

②
紹
介
先
ま
た
は
紹
介
元
ど
ち
ら

か
の
医
療
機
関
は
、
地
域
包
括
診

療
科
加
算
や
小
児
か
か
り
つ
け
診

療
料
な
ど
を
届
け
出
て
い
る
か
、

在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
を
届
け

出
て
い
る
在
宅
療
養
支
援
診
療
所

（
病
院
）
で
あ
る
こ
と
―
の
い
ず

れ
か
と
な
る
。
い
ず
れ
も
満
た
さ

な
い
場
合
は
、
同
じ
行
為
で
も
評

価
さ
れ
な
い
不
平
等
な
内
容
だ
。

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス

さ
ら
に
制
限

さ
ら
に
制
限

　

包
括
点
数
で
あ
る
小
児
科
外
来

診
療
料
と
と
も
に
、
小
児
か
か
り

つ
け
診
療
料
の
対
象
患
者
が
従
来

の
３
歳
未
満
か
ら
６
歳
未
満
へ
と

拡
大
さ
れ
た
が
、
小
児
か
か
り
つ

け
診
療
料
は
一
人
の
患
者
に
対
し

一
つ
の
保
険
医
療
機
関
で
し
か
算

定
で
き
ず
、「
患
者
が
医
療
機
関

を
自
由
に
選
べ
な
く
な
る
」
と
の

批
判
が
あ
る
。

　

ま
た
、
紹
介
状
な
し
大
病
院
受

診
時
の
患
者
定
額
負
担
は
、
対
象

と
な
る
地
域
医
療
支
援
病
院
が
４

０
０
床
以
上
か
ら
２
０
０
床
以
上

へ
と
拡
大
さ
れ
、
兵
庫
県
下
で
は

新
た
に
21
病
院
が
加
わ
り
37
の
全

て
の
地
域
医
療
支
援
病
院
が
対
象

と
な
る
。

　

い
ず
れ
も
、
患
者
の
フ
リ
ー
ア

ク
セ
ス
を
よ
り
制
限
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
も
の
だ
。

窓
口
負
担
の
改
善
な
く

窓
口
負
担
の
改
善
な
く

妊
婦
加
算
廃
止

妊
婦
加
算
廃
止

　

妊
婦
加
算
は
、
妊
産
婦
に
の
み

追
加
で
窓
口
負
担
を
押
し
付
け
る

こ
と
は
差
別
だ
と
さ
れ
た
が
、
そ

れ
は
患
者
窓
口
負
担
そ
の
も
の
が

も
つ
矛
盾
で
あ
る
。
妊
産
婦
へ
の

診
療
行
為
へ
の
評
価
と
し
て
初
・

再
診
料
に
加
算
さ
れ
た
点
数
が
、

算
定
要
件
や
窓
口
負
担
の
改
善
が

は
か
ら
れ
る
こ
と
な
く
廃
止
さ
れ

た
こ
と
は
、
問
題
で
あ
る
。

在
宅
医
療
点
数
の

在
宅
医
療
点
数
の

矛
盾
そ
の
ま
ま

矛
盾
そ
の
ま
ま

　

点
数
構
造
が
複
雑
化
し
て
い
た

在
宅
時
（
施
設
入
居
時
等
）
医
学

総
合
管
理
料
の
改
善
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
。
同
じ
医
学
管
理
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
同
一
建
物
内
で
同
管

理
料
を
算
定
す
る
人
数
に
よ
っ
て

点
数
が
異
な
る
な
ど
、
矛
盾
は
残

さ
れ
た
ま
ま
だ
。

　

在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
Ⅰ
の

「
２
」（
主
治
医
か
ら
依
頼
を
受

け
て
行
う
訪
問
診
療
）
に
つ
い
て

も
、
月
１
回
の
算
定
制
限
は
緩
和

さ
れ
な
か
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

拙
速
な
緩
和

拙
速
な
緩
和

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
診
療
や
医

学
管
理
は
、
事
前
の
対
面
診
療
が

必
要
な
期
間
が
６
カ
月
か
ら
３
カ

月
に
短
縮
さ
れ
対
象
患
者
が
拡
大

さ
れ
る
な
ど
、
要
件
が
緩
和
さ
れ

て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
検

証
も
十
分
で
な
い
ま
ま
、
な
し
崩

し
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。

　

検
体
検
査
で
は
、
２
０
０
項
目

以
上
で
点
数
が
引
き
下
げ
ら
れ

た
。
超
音
波
検
査
で
は
、
検
査
で

得
ら
れ
た
所
見
を
カ
ル
テ
に
記
載

し
画
像
を
カ
ル
テ
に
添
付
す
る
こ

と
な
ど
が
要
件
と
な
っ
た
。
医
学

管
理
等
で
の
カ
ル
テ
へ
の
記
載
・

添
付
の
要
件
は
、
個
別
指
導
時
に

よ
く
指
摘
さ
れ
る
事
項
だ
。
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
に
は
自

主
返
還
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
た
め
、
今
後
注
意
が
必
要
だ
ろ

う
。勤

務
医
負
担
軽
減
に

勤
務
医
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
か
疑
問

つ
な
が
る
か
疑
問

　

入
院
料
で
は
、
急
性
期
病
床
の

さ
ら
な
る
絞
り
込
み
を
狙
い
、
急

性
期
一
般
入
院
基
本
料
の
重
症

度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
の
割
合

が
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ

た
。

　

ま
た
、
勤
務
医
の
負
担
軽
減
な

ど
「
働
き
方
改
革
」
へ
の
対
応
の

一
つ
と
し
て
、
地
域
医
療
体
制
確

保
加
算
（
５
２
０
点
）
が
新
設
さ

れ
た
。
し
か
し
、
対
象
は
救
急
患

者
搬
送
件
数
が
年
間
２
０
０
０
件

以
上
の
病
院
に
限
ら
れ
る
ほ
か
、

そ
も
そ
も
医
師
数
増
や
診
療
報
酬

出
た
医
療
機
関
は
わ
ず
か
に
点
数

を
引
き
上
げ
〈
初
診
料
２
６
１
点

（
＋
10
点
）、
再
診
料
53
点
（
＋

２
点
）〉、
届
け
出
な
い
医
療
機
関

は
据
え
置
き
と
さ
れ
る
が
、
次
に

述
べ
る
よ
う
に
初
診
月
の
歯
科
疾

患
管
理
料
が
20
点
引
き
下
げ
ら
れ

た
た
め
、
初
診
月
は
マ
イ
ナ
ス
と

な
る
。
そ
も
そ
も
、
施
設
基
準
を

設
け
て
基
本
診
療
料
の
格
差
を
つ

け
る
仕
組
み
自
体
を
廃
止
す
べ
き

で
、
全
て
の
歯
科
医
療
機
関
が
必

要
な
対
策
を
十
分
行
え
る
大
幅
な

基
本
診
療
料
の
引
き
上
げ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

「
歯
管
」
要
件
を
変
更

「
歯
管
」
要
件
を
変
更

　

歯
科
疾
患
管
理
料
は
、
初
診
月

の
算
定
が
１
０
０
分
の
80
に
減
算

さ
れ
80
点
に
な
る
。
初
診
月
と
再

診
月
に
点
数
に
差
を
設
け
る
こ
と

は
妥
当
性
が
な
く
、
不
条
理
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
初
診
月
か
ら
６
カ

月
を
超
え
る
場
合
は
「
長
期
管
理

加
算
」
が
新
設
さ
れ
、
か
か
り
つ

け
歯
科
医
機
能
強
化
型
歯
科
診
療

所
（
１
２
０
点
）
と
そ
れ
以
外

（
１
０
０
点
）
で
点
数
に
差
を
設

け
た
が
、
同
じ
診
療
行
為
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
点
数
に
格
差
を

つ
け
た
こ
と
は
、
不
合
理
を
い
っ

そ
う
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
、
患

者
と
医
療
従
事
者
に
と
っ
て
理
解

し
に
く
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
。
初
診
か
ら
２
カ
月
以
内
に

算
定
す
る
規
定
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
は
、
協
会
・
保
団
連
の
運
動
の

成
果
と
い
え
る
。

　

「
小
児
口
腔
機
能
管
理
加
算

（
小
機
能
）」
と
「
口
腔
機
能
管

理
加
算
（
口
機
能
）」
の
取
り
扱

い
が
見
直
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
名
称

を
変
え
て
、
加
算
で
は
な
く
独
立

点
数
と
な
り
、
歯
管
と
の
別
日
算

定
が
可
能
と
な
っ
た
。
協
会
は
繰

り
返
し
要
求
し
て
き
た
こ
と
が
反

映
さ
れ
た
が
、
点
数
は
変
わ
っ
て

お
ら
ず
、
大
幅
な
引
き
上
げ
が
求

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
指
導
・
訓
練

は
月
に
複
数
回
に
及
ぶ
場
合
が
あ

り
、
月
１
回
の
み
の
制
限
を
撤
廃

す
べ
き
で
あ
る
。

長
期
維
持
管
理
へ
の
誘
導

長
期
維
持
管
理
へ
の
誘
導

　

新
設
さ
れ
た
「
歯
周
病
重
症
化

予
防
治
療
」
は
、
歯
周
病
安
定
期

治
療
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）
の
対
象
で
な
い

歯
周
病
患
者
に
対
す
る
継
続
的
な

治
療
評
価
と
さ
れ
た
が
、
長
期
維

持
管
理
へ
誘
導
し
て
初
・
再
診
料

を
算
定
し
に
く
く
す
る
意
図
が
感

じ
ら
れ
る
。
歯
周
基
本
治
療
、
機

械
的
歯
面
清
掃
処
置
な
ど
が
包
括

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
具
体
的

な
治
療
の
流
れ
や
対
象
な
ど
を
含

め
て
、
今
後
の
通
知
等
で
検
証
し

て
い
き
た
い
。

金
パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」

金
パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」

問
題
の
解
消
を

問
題
の
解
消
を

　

金
パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」
問
題
に
つ

い
て
は
、
厚
労
省
へ
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
半
数
に
も
及
ぶ
多

く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ま
っ
た
く
解
決
の
方

向
を
示
し
て
い
な
い
。
協
会
が
実

施
し
て
い
る
「
金
パ
ラ
『
逆
ザ

ヤ
』
の
即
時
解
消
を
求
め
る
要
請

署
名
」
で
は
、
会
員
か
ら
は
、

「
国
の
制
度
に
従
っ
て
診
療
し
て

い
る
の
に
材
料
価
格
の
高
騰
で
治

療
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
損
を
す
る

状
況
は
異
常
で
す
」「
こ
れ
以
上

続
け
ば
患
者
さ
ん
第
一
の
診
療
は

で
き
ま
せ
ん
」「
患
者
さ
ん
に
よ

の
抜
本
的
引
き
上
げ
な
し
に
、
勤

務
医
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
か

は
疑
問
で
あ
る
。

初
・
再
診
料
や

初
・
再
診
料
や

入
院
料
の
引
き
上
げ
を

入
院
料
の
引
き
上
げ
を

　

今
次
改
定
で
は
、
点
滴
注
射
１

・
２
や
静
脈
血
採
取
料
、
常
勤
薬

剤
師
が
い
る
場
合
の
調
剤
技
術
基

本
料
、
処
置
・
手
術
の
一
部
点
数

な
ど
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、

協
会
・
保
団
連
要
求
に
よ
る
若
干

の
改
善
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

診
療
所
や
病
院
が
地
域
医
療
で
担

っ
て
い
る
役
割
を
正
当
に
評
価
す

る
上
で
は
、
初
・
再
診
料
や
入
院

料
そ
の
も
の
を
引
き
上
げ
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

協
会
は
今
後
、
新
点
数
の
内
容

や
運
用
を
研
究
し
な
が
ら
、
会
員

と
と
も
に
不
合
理
是
正
と
診
療
報

酬
抜
本
引
き
上
げ
の
運
動
を
行
っ

て
い
く
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
。

　

２
０
２
０
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
は
２
月
７
日
、
厚
生
労
働
大
臣
に
答
申
を
行
っ
た
。
改
定
率
お
よ
び

改
定
内
容
に
対
す
る
医
科
・
歯
科
そ
れ
ぞ
れ
の
談
話
を
掲
載
す
る
。

2020年度2020年度

診
療
報
酬
改
定
答
申　

談
話

診
療
報
酬
改
定
答
申　

談
話

歯 科

歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大

基
礎
的
技
術
料
の
大
幅
引
き
上
げ
を

歯
科
部
会
長　
　

加
藤　

擁
一

医 科

初
・
再
診
料
の
引
き
上
げ
な
く

矛
盾
そ
の
ま
ま

研
究
部
長　
　

清
水　

映
二

り
よ
い
治
療
を
受
け
て
も
ら
う
こ

と
と
現
実
が
か
け
離
れ
て
い
ま

す
」
な
ど
の
切
実
な
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
現
状
を
放
置
す
れ

ば
、
国
民
が
受
け
ら
れ
る
歯
科
医

療
の
質
の
確
保
が
困
難
に
な
る
。

金
パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」
問
題
の
即
時

解
消
の
た
め
の
緊
急
対
応
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

歯
科
技
工
問
題
の

歯
科
技
工
問
題
の

抜
本
的
解
決
を

抜
本
的
解
決
を

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
兵
庫
連
絡
会
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
き
た
歯
科
技
工
問
題
に
つ

い
て
は
、
補
綴
技
術
料
を
わ
ず
か

に
引
き
上
げ
た
の
み
で
あ
り
、
抜

本
的
解
決
に
は
ほ
ど
遠
い
。
多
く

の
歯
科
技
工
士
が
低
収
入
、
長
時

間
労
働
の
下
で
職
場
を
離
れ
ざ
る

を
え
な
い
こ
と
は
、
歯
科
医
療
に

と
っ
て
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。
補

綴
関
連
点
数
の
大
幅
な
引
き
上
げ

と
と
も
に
、
労
働
時
間
と
原
価
計

算
に
基
づ
い
た
製
作
技
工
・
保
険

点
数
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
化

な
ど
が
欠
か
せ
な
い
。
歯
科
医
療

を
支
え
て
い
る
零
細
歯
科
技
工
所

の
経
営
が
成
り
立
つ
制
度
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
改
定
で
は
、
経
口

摂
取
が
困
難
な
患
者
に
対
す
る
口

腔
管
理
の
新
設
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
の
適
用
拡
大
、
麻
酔
の
算
定

の
見
直
し
な
ど
、
協
会
・
保
団
連

が
繰
り
返
し
要
求
し
て
実
現
し
た

も
の
も
み
ら
れ
る
。

　

協
会
は
、
今
回
の
改
定
の
不
合

理
是
正
を
求
め
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
」
を
求
め
る
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
。
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今
回
、
加
藤
先
生
は
次
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し

た
。
①
消
費
税
は
社
会
保
障
に
使

わ
れ
て
き
た
の
か
、
②
消
費
税
が

経
済
や
国
民
生
活
に
与
え
る
影

響
、
③
ま
だ
ま
だ
続
く
社
会
保
障

改
悪
、
④
社
会
保
障
予
算
の
抑
制

を
転
換
し
、
社
会
保
障
を
充
実
さ

せ
る
方
法
は
あ
る
。

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
、
２
０
１

４
年
に
消
費
税
を
８
％
に
増
税
す

る
際
、
政
府
は
広
報
な
ど
で
「
消

費
税
の
引
き
上
げ
分
は
全
額
社
会

保
障
の
充
実
と
安
定
化
に
使
わ
れ

ま
す
」
と
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
実
際
に
は
、
増
税
分
約
５

兆
円
の
う
ち
約
半
分
の
２
・
３
兆

円
が
政
府
の
借
金
返
済
に
使
わ

れ
、「
社
会
保
障
の
充
実
」
に
は

１
兆
円
程
度
し
か
使
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
医
療
や

年
金
制
度
の
改
悪
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

②
は
、
消
費
税
増
税
が
無
職
高

齢
者
な
ど
低
所
得
者
層
の
生
活
を

直
撃
し
、
個
人
消
費
の
落
ち
込
み

は
深
刻
で
、
経
済
指
標
は
ま
す
ま

す
悪
化
、
経
済
成
長
も
見
込
み
が

な
い
状
況
で
す
。

　

③
で
は
、
社
会
保
障
改
悪
と
し

て
、（
イ
）
紹
介
状
な
く
大
病
院

を
受
診
し
た
患
者
に
追
加
負
担
が

発
生
す
る
対
象
病
院
を
２
０
０
床

以
上
の
地
域
医
療
支
援
病
院
に
拡

大
、（
ロ
）
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
制
度
の
上
限
引
き
上

げ
、（
ハ
）
75
歳
以
上

の
医
療
費
窓
口
負
担
原

則
２
割
化
、（
ニ
）
外

来
受
診
時
定
額
負
担
の

導
入
な
ど
が
狙
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
市

販
類
似
薬
の
保
険
は
ず

し
、
医
療
版
マ
ク
ロ
ス

ラ
イ
ド
制
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
で
金
融
資
産
を
把

握
し
、
一
定
の
資
産
を

持
つ
人
の
医
療
や
介
護

の
自
己
負
担
を
引
き
上

げ
る
こ
と
な
ど
、
さ
ら

な
る
患
者
負
担
増
も
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

④
で
は
、
社
会
保
障

予
算
を
削
る
一
方
で
、

防
衛
予
算
を
上
積
み
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
６
年
か
ら
18
年
の
３

年
間
で
社
会
保
障
費
を
４
９
０
０

億
円
も
減
額
し
な
が
ら
、
ミ
サ
イ

ル
防
衛
予
算
を
７
０
２
２
億
円
増

額
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

以
上
か
ら
、
社
会
保
障
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
終
了
後

の
質
疑
応
答
で
も
活
発
な
意
見
交

換
が
で
き
、
有
意
義
な
研
究
会
で

し
た
。

　

最
後
に
、
安
倍
内
閣
が
行
っ
て

き
た
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
が
国
民

に
与
え
る
効
果
は
、
い
ま
や
疑
問

で
あ
り
、
経
済
政
策
は
有
権
者
一

人
ひ
と
り
が
考
え
る
べ
き
問
題
で

す
。
今
後
政
府
は
、
逆
進
性
の
高

い
消
費
税
増
税
や
社
会
保
障
の
改

悪
を
や
め
、
社
会
保
障
の
充
実
に

向
か
え
ば
、
社
会
も
豊
か
に
な
り

経
済
成
長
に
も
大
き
く
影
響
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

【
伊
丹
市　

林　
　

宗
茂
】

感 想 文 北
阪
神
支
部　

新
春
政
策
研
究
会

北
阪
神
支
部　

新
春
政
策
研
究
会

社
会
保
障
の
充
実
で

豊
か
な
社
会
に

　

北
阪
神
支
部
は
、
１
月
18
日
に

新
春
政
策
研
究
会
を
宝
塚
市
内
で

開
催
し
、
役
員
ら
５
人
が
参
加
し

た
。
協
会
副
理
事
長
で
政
策
部
長

の
加
藤
擁
一
先
生
が
「
消
費
税
増

税
と
国
民
・
患
者
負
担
増
計
画
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
林
宗
茂

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

病
院
歯
科
経
営
に
つ
い
て
の
新

機
軸
の
講
演
会
・
懇
談
会
に
参
加

さ
せ
て
き
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
私
が
勤
め
て
い
る
病
院
で

は
、
病
院
歯
科
で
は
あ
る
も
の

の
、
ほ
と
ん
ど
が
外
来
の
患
者
さ

ま
の
治
療
を
中
心
と
し
て
活
動
し

て
お
り
、
病
院
歯
科
と
し
て
の
役

割
と
い
う
も
の
を
現
状
で
は
ほ
と

ん
ど
行
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後

の
展
望
と
し
て
、
病
院
の
入
院
患

者
さ
ま
に
対
す
る
治
療
や
口
腔
ケ

ア
、
近
隣
施
設
と
の
連
携
な
ど
、

医
科
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
と

思
っ
て
い
た
た
め
、
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
で
、
岡
山
の
西

大
寺
病
院
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア
や

患
者
さ
ま
の
治
療
の
流
れ
に
つ
い

て
の
お
話
や
、
医
科
と
の
連
携
に

つ
い
て
な
ど
、
具
体
的
な
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
が
終
了
し
た
後
の

懇
談
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、
参
加

さ
れ
て
い
た
病
院
歯
科
の
皆
さ
ま

が
、
日
ご
ろ
ど
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
か
な
ど
、

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
お

話
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
医
科
と
の
連
携
に
つ
い
て

具
体
的
に
前
向
き
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
今
回
講
師
を
務
め
て
い
た
だ

い
た
園
井
先
生
の
お
話
も
面
白

く
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
佐
用
郡
・
歯
科　
津
島
賢
一
朗
】

こ
れ
か
ら
病

院
歯
科
と
し

て
の
活
動
を

す
る
上
で
参

考
に
な
る
お

話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ

き
、
本
当
に

有
意
義
な
時

病院歯科の医科との連携や
地域での役割を交流

　

歯
科
部
会
は
１
月
23
日
に
協
会

会
議
室
で
第
６
回
病
院
歯
科
懇
談

会
「
病
院
歯
科
経
営
の
新
機
軸　

病
院
歯
科
に
社
会
が
求
め
る
役
割

の
変
化
」
を
開
催
。
岡
山
西
大
寺

病
院
歯
科
医
長
の
園
井
教
裕
先
生

を
講
師
に
12
人
が
参
加
し
た
。
津

島
賢
一
朗
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。 第６回病院歯科懇談会

感
想
文

新年度までに準備したい受験対策新年度までに準備したい受験対策
－中学受験・国公立私立大学受験　結果をふまえて－－中学受験・国公立私立大学受験　結果をふまえて－

日　時　３月15日（日）13時～　　会　場　協会６階会議室
　第１部 13時～（中学受験）
　第２部 14時～（医・歯学部受験）
　第３部 15時～（個別相談会）
　中学受験、医・歯学部受験担当講師による進学・学習相談、塾・予備
校・受験情報等提供します（希望者のみ）
講　師　医・歯学部受験完全個別塾MEP講師　　参加費　無料
　　　　（旧中央受験センター）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで

受験対策セミナー

園井先生が今後の病院歯科
に求められる役割について
資料も示しつつ講演　　　

求　
　

人

◇
職
種　

歯
科
医
師
（
常
勤

・
パ
ー
ト
と
も
募
集
）

◇
勤
務
地　

須
磨
区
飛
松
町

３
―
１
―
３　

と
も
歯
科
医

院◇
委
細
面
談
の
上

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078

―
735
―
６
４
８
０
ま
で

譲
渡
・
歯
科
診
療
所

◇
所
在
地　

東
灘
区
本
山
中

町
４
―
18
―
14
―
２
０
２　

髙
木
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

◇
約
78
㎡　

Ｊ
Ｒ
摂
津
本
山

駅
徒
歩
６
分

◇
委
細
面
談
の
上

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078

―
451
―
７
１
６
１
ま
で

　

歯
科
部
会
は
２
月
９
日
に
協
会

会
議
室
で
歯
科
定
例
研
究
会
「
世

界
中
で
湧
き
起
こ
る
〝
歯
科
医
科

連
携
〞
へ
の
期
待
〜
国
民
と
医
科

を
歯
科
医
療
に
覚
醒
さ
せ
る
た
め

に
〜
」
を
開
催
。
松
山
市
・
に
し

だ
わ
た
る
糖
尿
病
内
科
院
長
の
西

田
亙
先
生
を
講
師
に
１
１
７
人
が

参
加
し
た
。
山
岡
瑞
佳
先
生
の
感

想
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
、
初
め
て
西
田
先
生
の
ご

講
演
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

西
田
先
生
の
お
話
は
と
て
も
テ
ン

ポ
よ
く
パ
ワ
フ
ル
で
ユ
ー
モ
ア
に

も
あ
ふ
れ
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま

う
と
こ
ろ
も
随
所
に
あ
り
、
あ
ふ

れ
出
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒
さ
れ

た
３
時
間
で
あ
っ
た
。「
生
ま
れ

変
わ
っ
た
ら
歯
科
衛
生
士
に
な
り

た
い
」
と
い
う
先
生
の
お
話
に
は

「
明
日
か
ら
ぜ
ひ
皆
に
伝
え
た

い
！
」
と
思
う
「
西
田
語
録
」
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
糖
尿
病
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
が
あ
る
。
そ

の
中
で
唯
一
歯
周
病
だ
け
が
、
治

療
す
れ
ば
本
態
の
糖
尿
病
を
も
改

善
さ
せ
る
の
で
あ
る
。「
歯
ぐ
き

は
バ
イ
菌
か
ら
体
内
を
守
る
結

界
」
で
あ
り
、
歯
周
病
が
進
行
す

か
し
、
そ
し
て
歯
を
失
う
。
歯
を

20
本
以
上
失
う
と
大
腿
骨
の
骨
折

が
５
倍
に
激
増
。
残
存
歯
が
10
本

以
下
に
な
る
と
、
要
介
護
に
な
る

リ
ス
ク
が
15
倍
に
跳
ね
上
が
る

（
ち
な
み
に
糖
尿
病
で
は
３

倍
）。「
口
弱
が
足
弱
を
招
き
」、

「
歯
を
失
う
と
寝
た
き
り
早
死
に

ま
っ
し
ぐ
ら
」
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
昨
年
１
月
、
歯
周
病
菌
の

西田先生が「口弱が足弱を招く」など
西田語録を披露した　　　　　　　　

口
が
き
れ
い
に
な
れ
ば

か
な
り
の
病
気
が
防
げ
る

歯
科
定
例
研
究
会

Ｐ
．Ｇ
．菌
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
の
原
因
菌
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

さ
ら
に
、
口
腔
子
宮
感
染
に
よ
る

羊
水
内
細
菌
を
認
め
た
妊
婦
は
全

員
が
早
産
に
な
っ
た
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
口
が
き
れ

い
に
な
れ
ば
、
か
な
り
の
病
気
が

防
げ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
専
門
的

口
腔
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
、
入
院

患
者
の
在
院
日
数
（
特
に
小
児

科
）
は
最
大
４
割
短
縮
す
る
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

歯
科
の
立
場
か
ら
、
口
の
健
康

の
み
で
な
く
そ
の
人
自
身
の
幸
せ

と
健
康
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
、
そ
し
て
そ
れ
を
い
か
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
て
い
く
か
を
、
歯

科
医
師
と
し
て
、
特
に
小
児
期
か

ら
関
わ
る
こ
と
の
多
い
小
児
歯
科

医
師
と
し
て
、
常
に
考
え
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
思
っ
た

講
演
会
で
あ
っ
た
。

【
準
会
員
・
歯
科　
山
岡　

瑞
佳
】

感 想 文

る
と
「
結
界
が
破
ら
れ

出
血
が
始
ま
る
」。
歯

周
ポ
ケ
ッ
ト
は
「
褥

瘡
」
と
同
じ
。
歯
石
の

裏
側
は
「
血
み
ど
ろ
の

ナ
マ
キ
ズ
」。
そ
の

「
汚
口
」
の
血
管
を
通

じ
て
悪
玉
ホ
ル
モ
ン
が

全
身
を
駆
け
巡
り
、
血

糖
値
を
上
げ
る
。
ま
た

「
悪
玉
菌
の
親
分
ド
ラ

キ
ュ
ラ
（
Ｐ
．
Ｇ
．

菌
）」
は
そ
の
血
液
を

餌
と
し
て
顎
の
骨
を
溶

加藤先生（右端）が経済のためにも社会保障充実が
必要だと、スライドを示しながら解説した　　　　
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死亡保険は安さが一番！ネット生保の保険料と比べてください
最高保障額 1億2000万円！グループ保険グループ保険6000万円6000万円 新グループ保険6000万円＋＋

＋

○断然安い保険料
○毎年高配当を継続　昨年度は54％配当
○最高6000万円の大型保障
○配偶者も1000万円セット加入OK

※制度改善でもっとよくなりました！
① 最高保障額を6000万円にアップ
② 保険料を平均20％ダウン
③ 満期年齢を80歳にアップ

グループ保険が　　　　 よくなりました！＼もっと／

※制度改善でもっとよくなりました！
① 最高保障額を6000万円にアップ
② 割安な掛金をさらにダウン

○掛金負担なしで先進医療保険加入OK
○掛金は協会グループ保険より低廉
○配偶者セット加入も最高3000万円
○こども加入特約あり（400万円）

協会グループ保険の上乗せ保障に

グループ保険グループ保険 新グループ保険新グループ保険

支　 部　 の　 催　 物　 案　 内支　 部　 の　 催　 物　 案　 内
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Ⓒ
２
０
１
９
映
画
「
Ａ
Ｉ
崩
壊
」
製
作
委
員
会 Ａ

Ｉ
崩
壊

白岩一心

124

年
目
の
告
白　

私
が
殺
人
犯
で

す
」
の
入
江
悠
監
督
が
作
成
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
で
、
Ａ
Ｉ

を
題
材
に
し
た
サ
ス
ペ
ン
ス
作

品
で
す
。

　

10
年
後
の
２
０
３
０
年
、
天

才
科
学
者
の
桐
生
浩
介
が
亡
き

妻
の
た
め
に
開
発
し
た
医
療
Ａ

Ｉ
「
の
ぞ

み
」
は
、
年

齢
、
年
収
、

家
族
構
成
、

病
歴
、
犯
罪

歴
と
い
っ
た

全
国
民
の
個

人
情
報
と
健

康
を
管
理
し

て
い
ま
す
。

日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
存
在
と
な
っ
た
「
の
ぞ

み
」
で
し
た
が
、
あ
る
時
突
然

暴
走
を
開
始
し
、
Ａ
Ｉ
が
生
き

る
価
値
の
な
い
人
間
を
選
別
し

て
殺
害
し
て
し
ま
う
恐
る
べ
き

事
態
が
起
こ
り
ま
す
。

　

警
察
庁
の
天
才
捜
査
官
・
桜

庭
誠
は
、
Ａ
Ｉ
を
暴
走
さ
せ
た

の
は
開
発
者
で
あ
る
桐
生
浩
介

と
断
定
し
ま
す
。
身
に
覚
え
の

な
い
桐
生
は
逃
亡
を
始
め
ま

す
。
桐
生
は
「
の
ぞ
み
」
を
管

理
す
る
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
社
の
代
表

で
、
義
弟
で
も
あ
る
西
村
悟
と

密
か
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、

な
ん
と
か
事
態
の
収
拾
を
目
指

し
ま
す
が
…
。

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
仁
〜
Ｊ
ｉ

ｎ
」
で
、
お
茶
の
間
で
人
気
爆

発
し
た
、
大
沢
た
か
お
さ
ん
が

主
人
公
・
桐
生
浩
介
を
演
じ
ま

す
。
他
に
も
、
賀
来
賢
人
さ

ん
、
松
嶋
菜
々
子
さ
ん
、
三
浦

友
和
さ
ん
ら
豪
華
俳
優
陣
が
共

演
し
て
い
ま
す
。

　

人
間
が
本
来
持
つ
計
算
や
推

理
、
思
考
、
管
理
な
ど
の
能
力

を
Ａ
Ｉ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

頼
り
切
っ
て
し
ま
い
、
人
間
の

能
力
を
超
え
た
精
密
技
術
が
制

御
不
能
に
な
っ
た
と
い
う
展
開

が
主
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
舞

台
で
あ
る
２
０
３
０
年
は
、
少

子
高
齢
化
が
特
に
進
ん
で
い
ま

す
。
全
人
口
の
50
％
ぐ
ら
い
し

か
働
く
人
口
が
い
ま
せ
ん
。
子

ど
も
は
10
％
、
残
り
の
40
％

は
、
高
齢
者
と
生
活
保
護
受
給

者
の
構
成
で
す
。

　

現
在
以
上
に
貧
困
・
格
差
が

拡
大
し
た
設
定
で
す
が
、
こ
れ

は
実
際
想
定
さ
れ
る
状
況
と
も

い
え
ま
す
。
天
才
科
学
者
桐
生

浩
介
と
警
察
庁
の
天
才
捜
査
官

・
桜
庭
誠
（
岩
田
剛
典
）
と
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
が
最

大
の
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

影
の
主
人
公
は
、
シ
ス
テ
ム

化
し
た
社
会
で
も
、
ア
ナ
ロ
グ

捜
査
（
刑
事
の
ヤ
マ
勘
）
で
桐

生
を
追
う
刑
事
の
合
田
京
一

（
三
浦
友
和
）
で
す
。
三
浦
友

和
さ
ん
の
好
演
も
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
注
目
部
分
で
す
。

　

手
に
汗
握
る
ハ
ラ
ハ
ラ
・
ド

キ
ド
キ
な
シ
ー
ン
も
あ
れ
ば
、

目
頭
が
熱
く
な
る
感
動
的
な
場

面
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
映

画
館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？　

医
療
従
事
者
目
線
で
鑑

賞
す
る
と
、
将
来
の
医
学
や
医

療
の
変
革
を
感
じ
る
作
品
で

す
。
管
理
社
会
を
目
指
す
政
府

や
監
視
社
会
を
担
う
警
視
庁
の

シ
ー
ン
で
は
、
猛
烈
な
違
和
感

を
持
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
全
国
の
映
画
館
で
大
ヒ
ッ
ト

上
映
中
）

 

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

　

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
は
医
療

従
事
者
だ
け
で
な
く
、
世
界
中

で
話
題
沸
騰
の
昨
今
で
す
。
Ａ

Ｉ
の
発
達
で
、
医
療
技
術
の
発

展
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ

イ
ト
ル
を
見
た
だ
け
で
興
味
が

湧
く
映
画
「
Ａ
Ｉ
崩
壊
」
を
案

内
し
ま
す
。
こ
の
先
品
は
「
22

　

神
戸
支
部
は
12
月
７
日
、
協
会

会
議
室
で
職
員
接
遇
研
修
会
「
医

療
現
場
の
ク
レ
ー
ム
対
応
〜
心
に

響
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
」

を
開
催
。
元
大
手
前
短
期
大
学
教

授
の
水
原
道
子
先
生
が
講
演
し
、

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
ら
59
人
が
参
加

し
た
。
木
戸
茉
莉
子
先
生
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

　

〝
ク
レ
ー
ム
対
応
〞
っ
て
本
当

に
困
る
。
ま
ず
、
ク
レ
ー
ム
が
言

葉
と
し
て
出
て
く
る
時
点
で
、
相

手
は
か
な
り
怒
っ
て
い
る
し
、
い

っ
た
ん
口
を
開
い
た
ら
、
こ
ち
ら

に
対
す
る
文
句
が
止
ま
ら
な
い
。

そ
の
非
難
の
言
葉
を
浴
び
る
と
、

こ
ち
ら
は
頭
も
心
も
表
情
も
固
く

な
り
、「
す
み
ま
せ
ん
」
と
繰
り

返
す
の
み
に
な
る
。

　

こ
れ
で
良
い
わ
け
が
な
い
。
ク

レ
ー
ム
を
最
初
に
受
け
る
の
は
大

概
受
付
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
、
ひ

ど
い
ク
レ
ー
ム
の
最
初
の
対
応
を

し
た
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
泣
い
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

面
白
く
て
温
か
く
て
、
た
め
に
な

る
話
や
眼
か
ら
ウ
ロ
コ
の
話
が
満

載
の
上
、
ま
る
で
お
笑
い
を
聞
い

て
い
る
よ
う
な
話
の
展
開
と
ス
ピ

ー
ド
に
、
何
回
も
思
わ
ず
笑
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

「
接
遇
」
の
心
と
は
何
か
？　

笑
顔
や
感
じ
良
い
言
葉
の
効
果
。

基
本
と
な
る
正
し
い
言
葉
の
遣
い

方
。
丁
寧
語
、
謙
譲
語
、
尊
敬
語

の
違
い
と
は
？　

途
中
で
ワ
ー
ク

も
あ
り
な
が
ら
、
楽
し
く
実
り
多

い
２
時
間
だ
っ
た
。

　

ク
レ
ー
ム
に
な
る
前
に
、
ク
レ

ー
ム
に
な
り
そ
う
な
不
満
の
芽
を

摘
む
。
そ
の
た
め
に
は
、「
目
配

り
、
心
配
り
、
言
葉
配
り
、
笑
顔

配
り
」
と
い
う
先
生
の
言
葉
を
、

今
は
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
心
が
け
る

よ
う
に
し
て
お
り
、
次
は
全
員
で

先
生
の
話
を
聞
き
に
行
き
た
い
と

思
う
。

 

【
東
灘
区　

木
戸
茉
莉
子
】

　

ク
レ
ー
ム
対
応

の
仕
方
が
分
か
れ

ば
、
少
し
は
安
心

か
も
。
そ
う
思
っ

て
希
望
ス
タ
ッ
フ

と
私
と
で
、
水
原

道
子
先
生
の
講
座

の
受
講
を
決
め

た
。

　

座
学
２
時
間
っ

て
若
い
ス
タ
ッ
フ

た
ち
に
は
大
丈
夫

か
な
？　

と
内
心

心
配
し
て
い
た
。

　

し
か
し
！　

実

は
大
変
楽
し
く
て

参加者は２人１組となり円滑なコミュニケーション
ができるよう実習も行った　　　　　　　　　　　

神戸支部　職員接遇研修会神戸支部　職員接遇研修会

〝目配り､心配り､
言葉配り､笑顔配り〟

感
想
文

「患者さんに信頼される医療機関づくり」
第２回　対人援助に活かす臨床心理学
日　時　３月14日（土）15時～17時
会　場　協会６階会議室
講　師　神戸女子大学講師
 阿江善春先生

■神戸支部■勉強会
「医療機関に求められる接遇力」
日　時　４月18日（土）14時～16時
会　場　じばさんびる401会議室
講　師　 （株）クリニックイノベーシ

ョンサポート　永野　光　氏
参加費　1000円

■姫路・西播支部■接遇研修会

「“チコちゃんに叱られる！”事が
ないようにするこどもの診療」
日　時　４月18日（土）15時～17時
会　場　協会６階会議室
講　師　 兵庫県立こども病院救急総

合診療科医長　林卓郎先生

■神戸支部■研究会
「個別指導の現状と対策（医科）」
日　時　４月18日（土）15時～17時
会　場　加古川商工会議所Ｂ1中会議室
講　師　 協会審査対策部長　宮武博明先生
　　　　神戸花くま法律事務所
 　野田倫子先生

■加古川・高砂支部■研究会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807　新聞部まで

○合本　7,000円（特別装丁〈レザークロス、雲クロス、貼り表紙金文字〉）
○CD-ROM縮刷版　1,000円（PDFデータを１枚のCD-ROMにまとめました）
※いずれも税・送料込み

保険医新聞保険医新聞兵
庫
兵
庫

2019年版ご案内2019年版ご案内合本
１年間の集大成。32号分約200面を網羅１年間の集大成。32号分約200面を網羅

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
12
月
７

日
、
西
宮
市
内
で
市
民
学
習
会
開

催
。「
日
韓
の
歴
史
を
紐
解
く
」

を
テ
ー
マ
に
、
同
志
社
大
学
嘱
託

講
師
の
康か

ん

宗じ
ょ
ん

憲ほ
ん

氏
が
講
演
し
、

医
師
・
市
民
ら
35
人
が
参
加
し

た
。
水
間
美
宏
先
生
の
感
想
を
紹

介
す
る
。

ば
な
ら
な
い
」
や
、
国
際
人
権
規

約
ｂ
「
自
由
を
侵
害
さ
れ
た
者
が

救
済
処
置
を
受
け
る
こ
と
を
確
保

す
る
」
の
精
神
に
合
致
す
る
と
解

説
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
の
祖
父
は
朝
鮮
殖
産
銀
行
の

理
事
で
大
阪
支
店
長
だ
っ
た
た

め
、
以
前
か
ら
祖
父
が
残
し
た

「
朝
鮮
殖
産
銀
行
史
」
を
含
め
い

く
つ
か
の
資
料
を
読
ん
で
き
ま
し

た
。
明
石
書
店
「
日
韓
交
流
の
歴

史
」
に
は
「
韓
国
併
合
直
後
か
ら

の
土
地
調
査
事
業
に
よ
り
朝
鮮
人

農
民
は
土
地
を
奪
わ
れ
日
本
な
ど

へ
移
住
し
…
国
有
地
と
さ
れ
た
土

地
は
日
本
人
移
民
の
た
め
に
設
立

さ
れ
た
東
洋
拓
殖
株
式
会
社
な
ど

　

康
宗
憲
氏
は
、
韓
国
大
法
院
判

決
に
あ
る
「
植
民
地
支
配
お
よ
び

侵
略
戦
争
の
遂
行
と
直
結
し
た
日

本
企
業
の
反
人
道
的
な
不
法
行
為

に
対
す
る
慰
謝
料
請
求
権
」
は
、

国
連
ダ
ー
バ
ン
宣
言
「
植
民
地
主

義
が
起
き
た
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
あ

れ
、
い
つ
で
あ
れ
、
非
難
さ
れ
ね

に
安
価
で
払
い
下
げ
ら
れ
…
朝
鮮

殖
産
銀
行
は
主
に
農
業
部
門
へ
の

貸
し
付
け
を
行
っ
た
の
で
…
朝
鮮

人
は
日
本
の
銀
行
資
本
に
支
配
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

祖
父
は
今
の
山
口
県
萩
の
出
身

で
す
が
、
両
親
と
も
明
治
維
新
後

和
は
、
独
立
民
主
の
日
本
と
自
主

平
和
の
統
一
コ
リ
ア
と
の
平
等
互

恵
の
関
係
に
よ
り
実
現
す
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
日
韓
の

歴
史
を
事
実
に
従
っ
て
学
ぶ
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

 

【
東
灘
区　

水
間　

美
宏
】

の
「
萩
の
乱
」
の

後
に
亡
く
な
っ
た

た
め
、
孤
児
と
し

て
親
戚
に
引
き
取

ら
れ
ま
し
た
。
私

は
困
難
な
時
代
を

生
き
抜
い
た
祖
父

を
尊
敬
し
ま
す

が
、
祖
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妊産婦の禁煙支援のすすめ
　妊娠中は生まれ来る子どものため
に良い親になろうと思う意識が高ま
ります。健康に対するモチベーショ
ンも高まり、禁煙をはじめ生活・食
習慣を改善することができる絶好の
契機となります。特に、つわりによ
って自然にタバコを受けつけなくな
り、スムーズに禁煙できる妊婦も多
く、実際に大半の妊婦が妊娠を契機
に禁煙します。
　また、妊娠・出産・育児はパート
ナーや家族にとっても、妊婦と赤ち
ゃんのことを大切に思い、禁煙への
行動に踏み出す大きな契機となるこ
とが多いようです。妊娠という“ビ
ッグチャンス”を生かして、私たち
歯科医療従事者も積極的に妊婦とそ
の家族も含めた禁煙支援に取り組む
必要があります。さらに、禁煙した
妊婦に対しても、乳幼児への受動喫
煙の害などに関する情報提供を行
い、出産後の再喫煙防止のための禁
煙支援を継続的に行うことが重要で
す。

妊婦に対する直接喫煙の害
　妊娠中に喫煙すると、タバコに含
まれるニコチンや一酸化炭素、酸化
剤などの有害物質が妊婦本人のみな
らず胎児にも重大な悪影響を及ぼし
ます。すなわち、早産や低体重児出
産の他にも、母子の生死にも関係す
る胎盤早期剥離などの妊娠・出産異
常のリスクが高まります（図３）。
さらに、タバコの有害物質が胎児の
脳に悪影響を及ぼし、発達障害や注
意欠陥多動性障害（ADHD）に関連
することが指摘されています。
　また、妊婦本人が喫煙しなくて
も、周囲の喫煙者による受動喫煙の
害によって胎児に悪影響が及ぶこと
に注意しなければなりません。した
がって、妊婦ならびに家族全員（特
にパートナー）を対象とした禁煙支
援にも同時に取り組まなければ、大
切な赤ちゃんをタバコの害から守る
ことはできません。　

妊婦の禁煙支援の留意点
　喫煙妊婦の対応に関しては、歯科
医療従事者のみでは困難なことも多
く、当院では産科医や助産師、心理
カウンセラーなど、他職種の方々に
も協力を得て禁煙支援を行っていま
す。
　一方、妊娠を契機に禁煙した妊婦
には、タバコの害に関する詳細な情
報提供が、出産後や育児中の再喫煙
を防止するための重要な鍵となりま
す。このようなケースでは、すでに
禁煙に成功し、その恩恵を実感でき
ているので、タバコの害に関する情
報はネガティブなことも含めて伝え
やすいです。また、パートナーが喫
煙者である場合が多いため、受動喫
煙の害から妊婦自身と胎児を守るた
め、まずは禁煙用のパンフレットや
禁煙外来などに関する資料を利用し

て、妊婦と協力してパートナーや家
族へと禁煙支援の輪を広げていくこ
とも必要でしょう。
　歯科にはう蝕や歯周病予防のため
の定期健診のシステムがあり、出産
後も定期健診を利用して、特に再喫
煙を防止するための禁煙支援を効果
的に行いやすいメリットがありま
す。すなわち、定期健診においては
患者との毎回のカウンセリングを通
じて、個別にきめ細やかな対応を取
ることができるため、歯科は継続し
た健康支援を行う上で、最も理想的
な診療システムを有する医療分野で
あるといえるのです。

加熱式タバコの有害性
　近年、アイコス（フィリップモリ
ス社）などの加熱式タバコの使用者
が激増しています。加熱式タバコの
煙（エアロゾル）には、タールや一
酸化炭素などがほとんど含まれない
ため、「煙が出ないので健康被害が
少ない」などの間違った情報を信じ
て加熱式タバコに替える喫煙者が増
えているようです。しかしながら、
加熱式タバコにはホルムアルデヒド
などの発がん性物質をはじめ、さま
ざまな有害物質が含まれるため、決
して害が少ないタバコとはいえませ
ん（表２）。また、ニコチンも含有
されているため依存性が維持され、
決して禁煙につながるようなもので
はありません。なお、加熱式タバコ
使用者の半数以上が紙巻きタバコも
併用する“デュアルユーザー”であ
り、そのことがますます依存性を強
めることとなっています。
　女性の喫煙率は平成30年の報告で
は8.7％（男性：27.8%）であり、こ
こ数年は横ばい状態が続いています
が、加熱式タバコ使用者の割合が増
えているのは事実です。しかも、喫
煙本数が数本と少ないことが多く、
このことが逆に依存性を強めるた
め、このような女性喫煙者を禁煙に
導くことが非常に困難となっている
のが現状です。加熱式タバコの使用
も紙巻きタバコと同様に妊婦と胎児
にとって有害であることは変わりな
く、私たち歯科医療従事者も加熱式
タバコに関する最新情報を常に収集
し、禁煙ならびに再喫煙防止の支援
を行うことが必要です。

り、妊婦の口腔衛生意識を高めるこ
とが、生まれくる子どもならびに家
族の口腔の健康を育むことにつなが
るからです。
　一方、妊婦のみならずパートナー
や家族の禁煙は、かけがえのない胎
児や子どもたちをタバコの害から守
るため優先して取り組むべき課題で
す。子どものために良い親になろう
と思うこの時期は、禁煙をはじめ生
活・食習慣を改善できる絶好のチャ
ンスであり、この機を逃さず好まし
い健康習慣に行動変容ができるよう
に支援をしなければなりません。と
りわけ私たち歯科は妊娠をきっかけ
に禁煙した妊婦やパートナーに対し
再喫煙を防止する支援を行い、出産
後にも定期健診を利用して継続支援
を行うことができる強みを持ってい
るのです。このような意味からも、
積極的な妊婦歯科治療と禁煙支援の
実践に取り組むことを皆さまにお勧
めします。
（2019年9月29日、歯科定例研究会
より）
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　表３に加熱式タバコ使用者に対す
る禁煙支援のポイントを列挙しまし
た。加熱式タバコに替えた喫煙者に
対しては、自分自身の健康や周囲へ
の配慮からの行動変容であると思わ
れるため、まずはそのことを褒めて
あげましょう。その上で、加熱式タ
バコの有害性ならびに決して健康被
害が低減されるわけではないという
客観的事実を伝えることが必要で
す。
　また、デュアルユーザーには、ま
ず紙巻きタバコを完全に止めさせる
ことから始めるのが良いでしょう。
加熱式タバコの完全禁煙は本人の意
志のみでは困難なことが多いので、
禁煙外来の紹介や禁煙補助薬を使用
すれば約７割の方が禁煙に成功して
いることを伝え、特に女性には美容
効果や経済効果など禁煙のメリット
をしっかりと伝えることが効果的で
あると思います。

おわりに
　妊婦歯科治療で重要となるのは、
十分な問診と診査を行って、各個人
の疾患リスクを的確に診断するこ
と、さらに、それらを改善するアプ
ローチを妊娠期からスタートして絶
対的な信頼関係を築き、出産後も母
子の口腔衛生管理を継続していくこ
とであるといえます。また、出産ま
での限られた期間内に歯科治療を済
ませることは重要な治療目標ではあ
りますが、育児で多忙となる出産後
以降も、自らが主体となって予防に
励む「セルフケアの心」を育成する
ことがより重要な課題といえます。
母親は家族の健康を守る中心であ

症例から学ぶ妊産婦の歯科治療
ならびに禁煙支援のポイント（下）

図３　妊婦の喫煙が胎児に及ぼす影響 表２　アイコスおよび紙巻タバコに含まれる
有害物質　　　　　　　　　　

表３　加熱式タバコの禁煙支援のポイント（加熱式に変えた人）

アイコス 紙巻タバコ （％）
揮発性有機化合物（μg/本）
アクロレイン 0.9 1.1 82
ホルムアルデヒド 3.2 4.3 74
ベンズアルデヒド 1.2 2.4 50
アセトアルデヒド 133 610 22
多環芳香族炭化水素（μg/本）
アセナフテン 145 49 295
ナフタレン 1.6 1105 0.1
フェナントレン 2.0 292 0.7
ピレン 6.4 89 7
一酸化炭素（ppm） 328 >2000 ―
二酸化炭素（ppm） 3057 >9000 ―
一酸化窒素（ppm） 5.5 89.4 6
ニコチン（μg/本） 301 361 84

Ret Auer et al.,JAMA Intern Med. 2017より引用改変

◎　加熱式タバコに変えた理由を尊重する　　　　　褒める！
　　自分の健康のため　　家族・同僚への受動喫煙を減らす配慮

　・加熱式タバコにもニコチン、発がん性物質が含有される
　　自分にも周囲にも有害である事実を伝える
　　ニコチン依存は解消しない　大きな健康リスクがある

・ タバコ会社のイメージ戦略に乗らず、客観的事実を知り、タバコ依存から逃れる
具体法を伝える

・まずは紙巻きタバコを完全に止めさせる
　禁煙外来受診や禁煙補助剤で楽に禁煙できることを伝える

＊デュアルユーザー

　禁煙は無理と思い込み加熱式タバコも使用　　
　⇒ 依存性をより強化　　デュアルが１番良くない！
　　 タバコは１本でも大きな健康被害　長期間の喫煙が非常に有害

妊婦喫煙

一酸化炭素

神経毒性 血管収縮
による

血流量の減少

一酸化炭素
ヘモグロビン
の増加

胎児の
脳への影響

胎児・胎盤の
低酸素状態

胎盤の退行性変化
胎盤機能の低下

血管内皮
の障害

血栓形成
血管収縮

注意欠陥多動性障害
(ADHD)

低体重児出産
早産

乳幼児突然死症候群
(SIDS) 妊娠・出産異常

（早期破水、胎盤
早期剥離など）

アメリカ保健省「タバコ使用と依存の治療」より引用改変

酸化剤ニコチン




